








4.考察並びに要約 

妊娠は生体機能の許容限界の近くで維持されているとも考えられるが,これにさらに偶発

合併症が加われば,様々な影響を母児ともに受けるであろうことは容易に推測される。 

特に糖尿病や心疾患は最も重要な母体合併症であるが,今回の集計では分科会途中より加

えられた項目でもあり,対象例は 1,186 例と統計分析を行なうには充分とはいえず,糖尿病

や心疾患に関する臨床的な詳細なデータは殆んど不明で十分な検討を行なうことはできな

かった。従って今回は調査用紙に記入された項目と内容だけについて検討した。 

先ず糖尿病と記載された症例では Heavy for Dateが有意に多く,吸引,帝切の頻度も高く,

黄疸､チアノーゼ,けいれんなどの新生児異常徴候や低血糖重症黄疸などの新生児異常診断

も有意に多かった。尿糖陽性例では Heavy for Dateが多く,外表奇,新生児重症黄疸も多く

,一般に指摘されている通り,児への影響は糖尿病や尿糖陽性例では大きいことが首肯され

た。最近の我国の食生活の変化から妊婦の糖尿病患者は増加傾向にあるといわれ,尿糖陽性

例にも詳細に検討すれば,いわゆる糖尿前症の症例も多く含まれていると考えられる。した

がって妊婦における耐糖能異常者の早期発見や適切な管理対策の確立は今後の重要な課題

であることは明らかである。心疾患合併例については吸引分娩例が多かった以外には特に

明らかな差は認められなかったが,今回の症例では心疾患の種類や程度も明らかでなく今

後の慎重な検討が必要である。 

その他の疾患では甲状腺疾患では母体の異常診断,新生児仮死,けいれん例が多く,分娩周

辺における管理は特に厳重にする必要があると思われる。尿路系疾患では妊娠中毒症が多

く,早産,死産が多く,妊娠分娩経過には十分注意すべきことが首肯された。子宮筋腫や子宮

奇形に関しては従来流早産加多いと言われているが,今回の調査例では有意差は認められ

ず,帝切率のみが高かった。胆,肝,膵疾患では妊娠中毒症が高く,早産傾向を認め,新生児異

常徴候では呼吸異常が多かった。またHB 抗原陽性では母体異常診断が多かったが,これら

の原因や臨床的意義については明らかでなく,今後の検討に期待したいと思う。 

血液疾患に関しては産科異常症で貧血が多く,児の異常では低出生体重児,新生児仮死が多

く認められた。高度の貧血例では一般に児の発育は不良であることが指摘されており,重篤



な血液疾患においては,児の血液異常や発育に関する厳重な注意が必要である。 

以上の結果から,今回特に注目すべき結論は得られなかったが,今後疫学的調査を行なう場

合には,長期間にわたる全国的な大集団における一般的な調査と重要項目に関しては,更に

詳細な調査を行なう 2 通りの方法が必要であると考えられ,これには多くの難題が残され

ているのが痛感された。 


